
 

 

 

 

 

 
校長 池之上 敬一 

「ごめんなさい。」と謝った方がよいと分かっているけど
素直に謝れない，そんな経験はありませんか。 
自分の言動を振り返り，間違いを認めて，素直に相手

に気持ちを伝えることは，大人でもなかなか難しいもの
です。誰かに「ごめんなさい」を伝えることは，子供に
とって大きな勇気が必要です。 
子供たちが学校生活を送る中では，友達との意見の食

い違いや，ちょっとした衝突が起こることもあります。
そんな時，お互いに「ごめんなさい」と言える子供たち
が多いのですが，恥ずかしさや謝ることに抵抗を感じ言
葉が出てこない姿を見かけることもあります。単純に，
どのように謝ればいいのか分からないといった場合もあ
るようです。「ごめんなさい」と言える力は，人との関係
をよりよく築いていくために必要なかけがえのない力に
なります。 
大人が「ごめんなさい」と伝える姿を見せる  
子供は，身近な大人の姿をよく見ています。大人が間

違いに気付いたときに，素直に「ごめんなさい」と伝え
ることで，子供は「謝ることは恥ずかしいことではない」
「間違えたら謝ればいいんだ」と自然に学んでいきます。 
失敗を責めず，気持ちに寄り添う  
子供が失敗したときは，すぐに叱るのではなく，「どう

してそうなったのかな。」と優しく問いかけてみてくださ
い。そして，「こういうことをされると，友達は悲しい気
持ちになるよね。」と，相手の気持ちを想像するきっかけ
を与えてあげることが大切です。 
勇気を出して謝れたことをしっかり褒める  
子供が「ごめんなさい」と言えたときには，「よく言え

たね。偉かったよ」と，その勇気を心から認めてあげて
ください。その一言が，子どもの自信につながり，次の
行動への力になります。 
子供が勇気を出して「ごめんなさい」と言えたとき，

それはただの謝罪ではなく，自分を客観的に見つめる力
や，相手の気持ちを思いやる心が育っている証拠です。
広い心で子供たちを見守っていきたいですね。 
 
いじめを考える週間（９/１～９/５） 
本校では，各学期ごとに「いじめを

考える週間」を定め，いじめを絶対に
許さないという意識づくりと，いじめ
をしない行動がとれる子供たちの育
成に取り組んでおります。この取り組
みの一環として，各学年に応じた内容
で学年集会を実施し，子供たちがいじめについて考える機
会を設けました。集会では，友達との関わり方について話し
合いを行いました。 
今後も継続して，子供たちが安心して学校生活を送れる

よう，いじめ防止に向けた教育活動を推進していきます。御
家庭でも，ぜひお子様との会話の中で，いじめについて考え
る時間をもっていただければ幸いです。 
 
留守番電話の運用スタート（９/８～） 
学びポケットでお知らせいたしましたが，志布

志市内の小・中学校における教職員の効率的な業務推進の
一環として，下記の時間帯における電話対応を留守番電話
メッセージにて対応することになっております。御理解と
御協力をお願いします。 

平日 午後６時～翌朝午前７時 30分 
緊急の場合は，市教育委員会へ御連絡ください。 

学校におけるカスタマーハラスメントへの対応に関する 
指針の公表について（９/16～） 
志布志市では，保護者の皆様や地域社会との協力関係

をより一層深め，教職員が安心して教育活動に専念でき
る環境を整えることを目的として，「学校におけるカス
タマーハラスメントへの対応に関する指針」を策定・公
表しております。 
この指針は，子どもたちが健やかに成長できる学校づ

くりを支えるための大切な指針です。教職員が子どもた
ちと深い愛情をもって関わり続けられるよう，皆様の御
理解と御協力をお願い申し上げます。 
指針の内容につきましては，志布志市のホームページ

及び本校のホームページにて御確認ください。 
 
愛校作業：校舎改築に伴う引っ越し（８/31） 

夏休み最終日の朝７時より，校舎改築
に伴う引っ越し作業を行いました。改修
された教室へ，机・椅子・教材などを運
び入れる作業は，厳しい暑さの中での大
変な作業となりましたが，小学生の子供

たち，保護者の皆様，地域の民生委員の方々，そして本
校職員の協力により，予定よりも早く作業を終えること
ができました。 
皆様の温かい御支援のおかげで，２学期を気持ちよく

スタートすることができました。心より感謝申し上げま
す。今後とも，本校の教育活動へのご理解とご協力を賜
りますよう，よろしくお願い申し上げます。 
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Ｒ７年度全国学力・学習状況調査結果 
 ４月に実施された全国学力・学習状況調査の結果が公表されました。本校の成績は，
国語・算数・理科のいずれも県平均および全国平均を下回っておりましたが，徐々にその
差は縮まりつつあります。 
８月 29日に全職員で結果分析を行い，２学期以降の学習指導に生かしていこうと話し

合いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子供たちの力を最大限に引き出し，将来へつなげるために，今後も授業の充実はもとより，家庭との連携を図り

ながら努力していきたいです。 
  
1 学期 学校評価の結果 

 県平均 全国平均 

国語 ▼ ▼ 

算数 ▼ ▼ 

理科 ▼ ▼ 

 

【課題】 
国語科：情報を集め，整理し，目的に合わせて効果的に表現すること 
算数科：数量を正確に把握し，その関係性を論理的に考え，それを数学的に表現して問題を解決すること 
理 科：科学的な知識を身につけ，それを活用して自ら実験を計画・実行し，結果を正しく考察・表現すること 

【めざす子供の姿】 
○ すぐに投げ出さず，目標に向かって改善を繰り返し粘り強く取り組む 
○ 自己調整しながら自分の学びを見通し，自分で実行し，改善していく 
【めざす子供の姿に近づけるために特に２学期は】 
授業の終末の振り返りに力を入れて，授業での学びを確かなものにしていくように努めます。 


